
歳 入 解 説
（市税の主な内容）
◦�市税収入は、個人市民税、法人
市民税、固定資産税、都市計画
がいずれも増加。コロナ禍であっ
たが、巣ごもり需要で個人消費
が堅調に推移、売上減に対する
支援施策の効果が見られた。

（全体）
◦�市の借入にあたる市債残高が増
加し、市の健全財政に関する基
準を超える見通しとなった。将来
への積極的な投資が、次世代へ
つけを回すことにもなりかねな
いことから、費用対効果を重視
し、効率的な行政運営ができる
かが課題となる。

※金額は一般会計の歳出額
を令和4年2月末日現在の
人口343,995人で割り戻
した額
※表中の％は歳出全体に占め
る割合

これからも市の財政に
注目してね！

土木費
7.3%

道路、公園、公営住宅の管理などに

26,644円

公債費
8.2%

借りたお金の返済に

29,793円

衛生費
12.2%

ごみ、し尿の処理や健康推進などに

44,082円

教育費
9.8%

小中学校・幼稚園の管理運営や施設整備などに

35,637円

消防費
3.1%

消防や救急業務などに

11,206円
その他
2.3%

産業・観光の振興などに

7,822円

市民一人当たりの予算額362,331円は
こんなふうに使われます

総務費
11.1%

企画、市民協働、防災対策などに

40,451円

民生費
46.0%

高齢者、障害者、子ども・子育ての支援などに

166,695円

市債 7.9%

地方交付税 8.9%国庫支出金
20.8%

県支出金 8.2%

その他 2.2%

地方消費税交付金 5.6%

諸収入その他 2.4%
使用料及び手数料 2.6%
分担金及び負担金 0.7%

市税　40.7%

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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ご
あ
い
さ
つ

令
和
令
和
44
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳 出 解 説
◦�少子高齢化の進展等に伴い
扶助費（社会保障関連経費）
が高い水準で推移
◦�投資的経費は、公共施設の
改修・整備や学校施設の長
寿命化、トイレ改修、幹線道
路の整備などを措置
◦�臨時財政対策債の償還が増
加したことにより、公債債は
増加

一般会計歳入予算額

一般会計歳出予算額

自主財源

依存財源

人件費
18.7％ 扶助費

30.7％

公債費
8.2％

物件費
13.8％

維持補修費 1.2％
補助費等 5.2％

特別会計繰出金 10.0％

企業会計繰出金 1.6％
積立金 0.1％

普通建設事業費補助 6.6％

普通建設事業費
単独 3.6％

予備費 0.1％
災害復旧事業費 0.2％

投資的経費

一般行政経費

義務的経費

大津市の財政って
大丈夫なの？ 令和4（2022）年度各会計予算額

（令和3年度当初第1次補正後予算比）

※ 企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計

一 般 会 計
1,246億4,000万円

（0.8％）

特別会計（8会計）
731億3,645万8千円

（1.4％）

企業会計（3会計）
317億8,999万9千円

（△2.6％）

合　計
2,295億6,645万7千円

（0.5％）

総　額	 131,986,691,000円
市民一人当たり	 383,688円

令和4年度末
市債残高
見込額
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平
成
28
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平
成
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年

平
成
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（
年
度
）

令
和
3
年

令
和
4
年

令
和
元
年

令
和
２
年

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
２
年
経
っ
た

今
も
収
束
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。第
６
波
で
は
多
く
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
、児
童
生
徒
へ
の
感
染
も
拡
大
し
高
止
ま
り
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、満
５
歳
以
上
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
を
機
に
早
期

の
収
束
を
願
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
地
方
独
立
行
政
法
人　

市
立
大
津
市
民
病
院
の
医
師
の

退
職
に
関
す
る
一
連
の
報
道
に
関
し
、市
民
、患
者
の
皆
さ
ま
に

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。今
後
の
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
ほ
か
に
も

市
政
に
お
い
て
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、わ
が

湖
誠
会
は
常
に
問
題
、課
題
の
解
決
に
向
け
精
一
杯
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、２
月
21
日
に
開
会
し
た
２
月
通
常
会
議
で

は
56
議
案
が
提
出
さ
れ
、当
初
予
算
案
は「
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

大
津
」の
実
現
に
向
け
た
予
算
と
位
置
付
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
厳
し
い
影
響
か
ら
、市
民
の
命
と
暮
ら
し
、

事
業
者
の
営
み
を
守
る
た
め
の
取
組
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、大
津
市
総
合
計
画
第

２
期
実
行
計
画
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
て
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
直
面
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
、時
代

の
変
化
に
沿
っ
た
取
組
と
し
て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
・
グ
リ
ー
ン
社
会
の
推
進
と
３
つ
の

テ
ー
マ
の
横
断
的
・
相
乗
的
な
取
組
の
推
進
に
向
け
編
成
さ
れ

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

湖
誠
会
で
は
、引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
取
組
む
と
と
も
に
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、安
心
し
て
日
々
楽
し
く
暮
ら
せ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
、社
会
保
障
や
教
育
環
境
の
充
実
に

向
け
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、湖
誠

会
並
び
に
会
派
所
属

議
員
に
対
し
ま
し
て
、

さ
ら
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

○�

令
和
4
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
2
月
通
常
会
議
に
お
い
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、前
年
度
と
同
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
充
実・強
化
、医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
重
点
に
置
き
つ

つ
、時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、定
住
支
援・若
者
の
転
入

促
進
等
に
よ
る
人
口
維
持
や
商
工
団
体
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
経

済
活
性
化
を
図
る「
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
、デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
な
ど
の「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
」、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
の「
グ
リ
ー
ン
社
会
の
推
進
」に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、大
津
市
総
合
計
画
第
2
期
実
行
計
画
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
2
年
度
目
と
し
て
、計
画
に
掲
げ
た「
夢
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
の
推
進
経
費
を
盛

り
込
ん
だ
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

右
よ
り

右
よ
り

寺
田　

英
幸

寺
田　

英
幸
議
員
議
員

竹
内　

基
二

竹
内　

基
二
議
員
議
員

竹
内　

照
夫

竹
内　

照
夫
議
員
議
員

近
藤　

眞
弘

近
藤　

眞
弘
議
員
議
員

川
口　

正
徳

川
口　

正
徳
議
員
議
員

草
野　

聖
地

草
野　

聖
地
議
員
議
員

幹
事
長

　

近
藤 

眞
弘

　
令
和
4
年
度
予
算
は
、引
き
続
き「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
」に
重
点
に
置
い
て
取
り
組
み
つ
つ
、市
民
が
安
心
で
安
全

に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
も
推
進
し
て
い
く
た
め

の
効
果
的
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、適
切
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

な
が
ら
、健
全
な
財
源
運
営
維
持
を
前
提
に
、各
種
の
行
政
課
題
に

機
動
的
、適
切
に
対
応
す
る
よ
う
、働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
防
止
対
策
の
強
化

●
市
立
大
津
市
民
病
院
に
お
け
る
感
染
症
医
療
の

　
　
充
実・強
化
��
�
�
�
�
�
1
億
9
，8
8
6
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
9
億
4
，5
9
0
万
円

時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
取
り
組
み
　
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
人
口
維
持
施
策

●
新
生
児
等
特
別
定
額
給
付
金
��
�
�
8
，8
3
3
万
円

●
若
者
層
の
転
入
促
進
事
業
��
�
�
�
2
，0
0
0
万
円

●
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
��
�
2
，0
0
0
万
円

市
内
経
済
の
活
性
化

　
大
津
市
地
域
産
業
振
興
条
例
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業

●
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
1
億
1
，2
0
0
万
円

●
商
工
団
体
等
提
案
事
業
補
助
金
��
�
3
，0
0
0
万
円

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
　
自
治
会
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
導
入
支
援

●
自
治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
�
�
�
�
3
5
0
万
円

●
子
育
て
ア
プ
リ
改
修
��
�
�
�
�
�
1
，3
9
1
万
円

グ
リ
ー
ン
社
会
の
推
進

　「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

　
市
役
所
の
率
先
し
た
取
り
組
み

●
本
庁
舎
使
用
電
力
1
0
0
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
�
�
8
，3
3
8
万
円

●
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策（
学
校
給
食
の
残
食
削
減
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
�
�
2
，7
9
0
万
円

主
な
事
業
内
容

大津市の
「借金」って

どれくらいあるのかな？

一般会計の借入金（市債）
現在高の推移
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厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
へ
の
影
響
な
ど
、

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
予
算

編
成
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
が
、
市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重

視
し
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
令
和
４
年
度
予
算
を

編
成
さ
れ
た
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
か
ら
、
市

民
の
暮
ら
し
や
事
業
者
の
営
み
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

を
継
続
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、
未
来
に
向
け
た

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
、
総
合
計
画
第
２
期
実
行
計
画
を

着
実
に
進
捗
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
持
続
可
能
で
安

定
的
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効
果
や
有
効

性
を
見
極
め
た
精
査
を
尽
く
す
こ
と
、
国
県
補
助
金
等
の
有
効
な

財
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
。

　
市
民
病
院
の
医
師
の
一
斉
退
職
に
関
す
る
報
道
に
よ
り
、

市
民
や
患
者
は
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
地
方
独
立

行
政
法
人
で
あ
る
た
め
、
市
に
人
事
権
等
が
な
い
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
設
置
者
と
し
て
、
最
大
限
の
対
応
を
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
民
の
不
安
の
払
拭
、
医
療
提
供
体
制
の
堅
持
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

市
民
へ
の
情
報
発
信
や
患
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
な
ど
、

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

市
民
病
院
に
対
し
て
早
急
な
対
応
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
市
民
病
院

の
業
務
運
営
は
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
法
人
が
自
律
的
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
医
療
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
設
置
者
と

し
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
心
理
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
や
、
感

染
不
安
で
学
校
に
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
も
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
や
家
庭
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
を
設
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
マ
ス
ク
で
表
情
が
見
え
な
い
こ
と
や
、

家
庭
で
の
様
子
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
な
ど
、
心
理
状
態
を
把

握
す
る
難
し
さ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
保
護
者
を
は
じ
め
、

専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
進
め
な
が
ら
支
援

に
努
め
て
い
く
。

　
国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
大
津
─
京
都
間
に
つ
い
て
は
、

「
慢
性
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
」「
国
道
１
号
の
逢
坂
山

区
間
の
災
害
時
の
脆
弱
性
」
と
い
う
課
題
の
解
消
や
、
整
備
中

の
栗
東
水
口
道
路
の
供
用
後
に
予
想
さ
れ
る
さ
ら
な
る
混
雑
の

緩
和
の
た
め
に
早
期
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
滋
賀
県
等
と
連
携

し
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
令

和
４
年
度
の
取
組
方
針
は
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
、
本
市
単
独
で
の
要
望
に
加
え
、
滋

賀
県
、京
都
府
の
関
係
自
治
体
や
商
工
会
議
所
、ト
ラ
ッ

ク
協
会
等
で
構
成
さ
れ
る
「
滋
賀
・
京
都
間
の
新
し
い
国
道
１

号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
に
お
い
て
継
続
し
て
要

望
活
動
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
滋
賀
県
、
京
都

府
の
関
係
自
治
体
等
と
の
連
携
を
一
層
図
り
な
が
ら
、
早
期
整

備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
高
齢
者
の
健
康
を
守
り
、
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
て

い
く
た
め
の
施
策
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
令

和
４
年
度
に
実
施
す
る
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
事
業
」
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
の
健
康
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

運
動
や
食
生
活
の
改
善
を
効
果
と
し
て
実
感
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体
脂
肪
や
体
重
、
歩
数
や
食

事
内
容
等
を
記
録
し
て
課
題
や
取
り
組
み
状
況
を
見
え
る
化
し
、

気
付
き
と
取
組
の
継
続
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
健
康
運
動
指
導
士
等
の
専
門
職
に
よ
り
デ
ー
タ
等
の
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
本
人
と
生
活
改
善
の
効
果
や
成
果
に
つ

い
て
共
有
し
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
て
助
言
を

行
っ
て
い
く
。�

※
他
に
３
項
目
の
質
問
あ
り
。

●�

令
和
4
年
度
予
算
編
成
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て

●�

大
津
市
民
病
院
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て

●�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育
活
動
に
つ
い
て

●�

道
路
網
整
備
と
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

会
派
代
表
質
問�

湖
誠
会
　
近
藤 

眞
弘 

幹
事
長

２月通常会議一般質問

質
問
、
答
弁
は
一
部
抜
粋
で
す
。
詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

竹
内
　
照
夫 

議
員

整
備
事
業
に
お
け
る
膳
所
駅
南
側
の

歩
行
者
導
線
等
の
改
善
に
つ
い
て

　
膳
所
駅
周
辺
整
備
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、

橋
上
駅
舎
及
び
新
南
北
連
絡
道
路
が
完
成
し

た
が
、
駅
南
側
は
未
だ
変
化
が
な
い
。
国
道

や
Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
か
ら
の
上
下
移
動
や
国
道
ま

で
の
歩
行
者
導
線
の
課
題
な
ど
、
利
用
者
に

と
っ
て
非
常
に
不
便
な
状
況
が
長
年
続
い
て

い
る
が
、
改
善
を
求
め
る
真
摯
な
要
望
に
対

し
て
市
は
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　

現
在
の
膳
所
駅
南
側
に
は
南
北
連

絡
道
路
と
国
道
１
号
を
結
ぶ
暫
定
歩

道
は
歩
行
者
動
線
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
市

民
病
院
方
面
に
向
か
う
新
た
な
暫
定
歩
道
の

整
備
に
向
け
て
関
係
者
と
協
議
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
安
全
性
の
確
保
と

利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
整
備
を
進
め
た

い
。�

※
他
に
１
項
目
の
質
問
あ
り
。

寺
田
　
英
幸 

議
員

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
適
正
な
管
理
に

よ
る
道
路
の
安
全
対
策
を

　
損
傷
や
汚
れ
な
ど

で
機
能
し
て
い
な
い

市
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
散
見
さ
れ
る
。
機

能
し
な
い
ま
ま
放
置

し
て
い
て
は
意
味
が

な
い
た
め
、
適
切
な

管
理
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
管
理

体
制
と
適
切
な
維
持
管
理
に
向
け
た
具
体
的

な
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
通
じ
て
得
た
情
報
に
加
え
、

地
域
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
損
傷
等
を
確

認
し
て
適
宜
補
修
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
策

定
を
進
め
て
い
る
道
路
施
設
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
お
い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
対
象
に

含
め
る
考
え
で
あ
り
、
計
画
的
な
点
検
と
効

率
的
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

�

※
他
に
３
項
目
の
質
問
あ
り
。

川
口
　
正
徳 

議
員

地
域
防
犯
推
進
の
た
め
の

再
犯
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
刑
法
犯
認
知
件
数
に
占
め
る
再
犯
者
の
割

合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
域
防
犯
の
推
進

に
は
、
再
犯
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
再
犯
者
は
、
就
労
、
住
居
、
医
療

な
ど
複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
行
政
と
関
係
機
関
と
の
連
携
が
重

要
に
な
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。　

再
犯
防
止
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
の
滋
賀
県
地
域
協
議
会
に
お

い
て
、
更
生
を
支
え
る
関
係
団
体
や
関
係
機

関
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
、

再
犯
防
止
推
進
計
画
を
含
ん
だ
計
画
で
あ
る

地
域
福
祉
計
画
に
定
め
る
施
策
に
お
い
て
も

連
携
を
図
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

�

※
他
に
２
項
目
の
質
問
あ
り
。

竹
内
　
基
二 

議
員

携
行
缶
で
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
に

お
け
る
管
理
と
対
応
策
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
７
月
の
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

令
和
３
年
12
月
の
大
阪
市
北
区
の
ク
リ
ニッ

ク
で
の
放
火
殺
人
事
件
は
、
い
ず
れ
も
ガ
ソ

リ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
法
に
よ
り
携

行
缶
で
の
ガ
ソ
リ
ン
購
入
が
認
め
ら
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
危
険
性
を
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
対
応
策
は
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
継
続
し
て

販
売
管
理
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
く

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
所
に
対
し
て
は
、

同
様
の
事
態
に
遭
遇
し
た
際
に
取
り
得
る
避

難
上
の
留
意
事
項
や
火
災
発
生
時
の
基
本
行

動
な
ど
を
ま
と
め
た
広
報
紙
を
新
た
に
作
成

し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
周
知
し
て
い

く
こ
と
で
、
同
様
の
事
案
の
抑
止
と
被
害
の

軽
減
に
努
め
て
い
く
。

�

※
他
に
１
項
目
の
質
問
あ
り
。

近藤 眞弘幹事長・代表質問

質問項目


